
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和４年度大阪府三島医療・病床懇話会 議事概要
 
[bookmark: _GoBack]日時：令和５年１月１６日（月）午後２時から午後４時
開催場所：茨木保健所　５階　大会議室
出席委員：13名
　　　根尾委員、小西委員、松方委員（代理出席）、原山委員、保田委員、上野委員、山内委員、福島委員、石田委員、木野委員、田尻委員、髙岡委員、古川委員

■議題１　令和４年度「地域医療構想」の取組と進捗状況
　資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室保健医療企画課から説明
【資料１】令和４年度「地域医療構想」の取組と進捗状況 
【資料５】二次医療圏における各医療機関の診療実態
【資料５（別添）】三島二次医療圏における各医療機関の診療実態
【参考資料１】過剰な病床の状況
【参考資料２】医療法上の過剰な病床の状況
【参考資料３】地域医療構想に関する各種データのHP公表について
【参考資料４】重点支援区域について
【参考資料５】病床機能の再編支援事業について（申請病院一覧）
【参考資料６】医師の働き方改革について

■議題２　令和４年度三島二次医療圏における「地域医療構想」の進捗状況
　資料に基づき、大阪府茨木保健所から説明
【資料２】令和４年度三島二次医療圏「地域医療構想」の進捗状況

■議題３　令和4年度三島二次医療圏における各病院の今後の方向性
　資料に基づき、大阪府茨木保健所から説明
【資料３】令和４年度病院プラン各医療機関別一覧（三島二次医療圏）
【資料４】令和４年度三島二次医療圏病院連絡会結果（概要）

令和４年度三島に医療圏病院連絡会においてご意見のあった第一東和会病院・東和会いばらき病院、茨木みどりケ丘病院、茨木市誘致病院に関して大阪医科薬科大学病院から説明

【第一東和会病院・東和会いばらき病院について】
（質問） 
○病床転換について昨年度報告との違い、またこの圏域へのメリットについての説明を求めたい。　

（第一東和会病院・東和会いばらき病院の回答）
〇昨年度は慢性期43床を急性期43床への転換としていたが、急性期を16床とし、回復期27床とした。急性期充実体制加算の算定基準を満たすために、是非認めてほしい。
（意見等）
〇資料４別紙にある「慢性期から急性期への転換が可能となればほかでも認められるのではないか」との意見は、他に与える影響が大きく、重く受け止める必要がある。

【茨木みどりケ丘病院について】
（質問）
〇循環器と脳神経外科の医師は、何人体制にしようとしているのか。また、ポストコロナで救急対応が変わらないのか明確にする必要がある。
（茨木みどりケ丘病院の回答）
〇医師は、一人でも多い体制を考えている。救急対応については、コロナの影響で満床などの理由から応需できず断る現状があり、ポストコロナでも救急受け入れ件数は増加が見込まれる。
（事務局確認）
〇病院プランでは、2025年に向け現在の「急性期一般入院料４」を「急性期一般入院料１」にされているがHCUについての記載がない。現時点では、検討段階ということか。
（茨木みどりケ丘病院の回答）
〇HCUについては、現在基準を満たさず、意向段階である。
（事務局確認）
〇HCUへの転換については、協議会で別途協議が必要となるのでご留意いただきたい。

【茨木市誘致病院について】
（大阪医科薬科大学病院からの説明）
〇茨木市から候補者として選ばれた段階であり、具体的には決まっていないこと、茨木市ホームページにおいて概要を公開していることを説明。
（意見等）
　〇病床などの具体な数字が圏域での検討には必要ではないか。

　資料に基づき、大阪府茨木保健所から説明
【資料６】非稼働病床の現状について
【参考資料４】重点支援区域について
重点支援区域の申請の意向について確認

（意見等）
〇特になし

■議題４　外来機能報告の報告期限の延長について
資料に基づき、大阪府健康医療部保健医療室保健医療企画課から説明
【参考資料７】厚労省　外来機能報告制度に関する説明会(令和4年12月)資料

■議題５　地域医療への協力に関する意向書の提出状況について
資料に基づき、大阪府茨木保健所から説明
【資料７】地域医療への協力に関する意向書提出状況（診療所新規開設者）
【資料８】地域医療への協力に関する意向書提出状況（医療機器新規購入・更新者）

■議題６　第７次大阪府医療計画における取組状況の評価について
資料に基づき、大阪府茨木保健所から説明
【資料９】第７次大阪府医療計画PDCA進捗管理　三島二次医療圏
